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雇
用
の
拡
大
に
向
け
た
地
域
産
業
政
策
と
街
づ
く
り

■
宮
坂
彰
志

１
一
は
じ
め
に

　
全
国
的
に
雇
用
情
勢
の
厳
し
さ
が
続
く
中
で
、
地

域
経
済
の
活
性
化
を
通
じ
て
、
地
域
の
雇
用
を
安
定

的
に
確
保
・
拡
大
し
て
い
く
産
業
政
策
の
重
要
性
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
高
度
成
長
期
に
は
、

新
産
業
都
市
構
想
に
象
徴
さ
れ
る
企
業
・
工
場
の
地

方
分
散
が
進
展
す
る
と
と
も
に
、
各
地
域
の
均
衡
あ

る
発
展
と
地
域
経
済
の
活
性
化
が
成
功
し
た
か
に
見

え
た
。
確
か
に
、
過
疎
過
密
の
問
題
は
あ
り
な
が
ら

も
、
地
方
自
治
体
の
企
業
・
工
場
誘
致
政
策
は
、
各

地
域
に
雇
用
と
所
得
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
、
八

〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
後
は
、
円
高
の
影
響
等
を
受

け
て
工
場
の
海
外
移
転
が
相
次
ぐ
な
ど
、
地
域
経
済

の
基
盤
を
揺
る
が
す
産
業
構
造
変
化
に
見
舞
わ
れ
て

き
た
の
が
実
情
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
困
難
は
、
い
わ
ゆ
る
「
企
業
城
下
町
」

的
な
地
域
経
済
の
問
題
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
京
浜
工
業
地
帯
に
代
表
さ
れ
る
大
都
市
地
域
の

産
業
集
積
も
、
同
様
の
大
き
な
困
難
に
直
面
し
て
い

る
。
地
方
分
散
政
策
を
推
進
し
て
き
た
通
産
省
も
、

地
域
産
業
集
積
活
性
化
法
な
ど
近
年
の
法
律
の
考
え

方
に
お
い
て
、
大
都
市
地
域
の
産
業
集
積
を
い
か
に

維
持
・
活
性
化
す
る
か
が
重
要
で
あ
る
か
を
指
摘

し
、
施
策
の
対
象
地
域
と
し
て
大
都
市
地
域
を
含
め

る
方
向
に
変
化
し
て
き
て
い
る
。

　
規
模
の
問
題
は
お
く
と
し
て
、
大
田
区
が
よ
く
例

示
さ
れ
る
よ
う
に
、
地
域
の
産
業
集
積
の
利
益
が
地

域
経
済
活
性
化
に
果
た
す
役
割
の
重
要
性
は
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。
地
域
産
業
が
、
そ
の
地
域
の
資
源
と
特

色
に
根
ざ
す
と
と
も
に
、
い
か
に
地
域
の
他
産
業
と

強
い
連
関
を
も
っ
て
集
積
し
て
い
る
か
が
地
域
経
済

の
強
み
と
し
て
問
わ
れ
て
い
る
。

　
で
は
、
地
域
の
資
源
と
特
色
と
は
何
か
と
考
え
た

と
き
、
そ
れ
は
地
域
に
よ
っ
て
か
な
り
異
な
る
が
、

そ
の
都
市
の
「
街
」
と
し
て
の
魅
力
で
あ
り
、
「
街
」

の
魅
力
の
重
要
部
分
を
構
成
し
て
い
る
の
が
、
地
域

の
産
業
活
動
空
間
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ

る
情
報
や
生
産
物
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
地
域
の
産
業
活
動
空
間
と

都
市
の
魅
力
は
一
体
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
都
市
の

魅
力
を
ど
の
よ
う
に
創
造
し
て
い
く
か
は
、
街
づ
く

り
の
大
き
な
目
的
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
地
域
産
業

政
策
と
街
づ
く
り
を
一
体
の
も
の
と
し
て
推
進
す
る

特
集
・
2
1
世
紀
の
地
域
産
業
政
策
③
雇
用
の
拡
大
に
向
け
た
地
域
産
業
政
策
と
街
づ
く
り

必
要
性
が
出
て
く
る
。
企
業
や
人
材
を
引
き
付
け
る

具
体
的
な
「
街
」
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
産
業
活
動

空
間
を
つ
く
り
出
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
。
自
治

体
の
地
域
産
業
政
策
の
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
街

づ
く
り
の
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

２

横
浜
市
に
お
け
る
事
業
所
・
従
業
者
の

動
向

①
ｌ
産
業
別
に
み
る
従
業
者
数
の
動
向

　
今
日
、
地
域
産
業
政
策
の
目
的
は
、
地
域
に
魅
力

的
な
産
業
活
動
空
間
を
つ
く
っ
て
産
業
集
積
を
高

め
、
雇
用
の
場
を
確
保
・
拡
大
し
て
い
く
こ
と
で
あ

る
。
横
浜
市
に
お
い
て
も
、
京
浜
臨
海
部
の
再
整
備

や
み
な
と
み
ら
い
2
1
地
区
等
へ
の
事
業
所
集
積
の

促
進
を
図
っ
て
き
た
。

　
従
業
者
数
の
変
化
は
、
地
域
に
お
け
る
こ
う
し
た

事
業
所
集
積
の
動
向
を
反
映
し
て
い
る
。
事
業
所
や

従
業
者
の
動
向
を
総
合
的
に
と
ら
え
る
こ
と
の
で
き

る
統
計
は
、
総
務
庁
「
事
業
所
・
企
業
統
計
」
で
、

最
新
デ
ー
タ
は
平
成
八
年
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
平
成

三
年
か
ら
の
五
年
間
に
横
浜
市
に
お
け
る
従
業
者
数



が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
み
る
。

　
横
浜
市
は
、
全
産
業
で
は
事
業
所
数
が
増
加
し
て

い
る
が
、
産
業
別
に
は
大
幅
な
変
動
が
発
生
し
て
い

る
（
前
頁
表
―
１
）
。
「
製
造
業
」
の
事
業
所
が
大
幅

に
減
少
す
る
一
方
で
、
「
卸
売
・
小
売
業
、
飲
食
店
」
、

「
サ
ー
ビ
ス
業
」
の
事
業
所
が
大
幅
に
増
加
し
て
い

る
。
全
体
で
増
加
し
た
理
由
は
、
「
卸
売
・
小
売
業
、

飲
食
店
」
や
「
サ
ー
ビ
ス
業
」
の
増
加
が
大
き
い
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
「
不
動
産
業
」
の
事
業
所
も
減

少
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、
横
浜
市
に
お
け

る
宅
地
開
発
等
の
減
速
を
反
映
し
て
い
る
。

　
従
業
者
数
も
、
全
体
で
五
・
七
％
と
増
加
し
て
い

る
が
、
産
業
別
の
動
向
は
、
産
業
別
寄
与
度
を
出
し

て
み
る
と
明
ら
か
で
あ
る
（
表
―
１
・
右
欄
）
。
す
な

わ
ち
、
従
業
者
数
が
減
少
し
て
い
る
産
業
は
、
基
本

的
に
「
製
造
業
」
と
「
金
融
・
保
険
業
」
で
あ
り
、

マ
イ
ナ
ス
ニ
・
九
％
、
マ
イ
ナ
ス
〇
・
二
％
の
寄
与

度
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
従
業
者
数
が
増
加
し
て

い
る
産
業
は
、
基
本
的
に
「
卸
売
・
小
売
業
、
飲
食

店
」
と
「
サ
ー
ビ
ス
業
」
で
あ
り
、
寄
与
度
が
三
・

九
％
、
三
・
七
％
と
、
両
業
種
で
「
製
造
業
」
の
減

少
を
大
き
く
超
過
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
サ
ー
ビ

ス
経
済
化
」
の
進
展
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
実
数
で
い
う
と
、
「
製
造
業
」
や
「
金
融
・
保
険

業
」
他
で
約
四
万
二
千
人
の
従
業
者
が
減
少
す
る
一

方
で
、
「
建
設
業
」
、
「
運
輸
・
通
信
業
」
、
「
卸
売
・

小
売
業
、
飲
食
店
」
、
「
サ
ー
ビ
ス
業
」
他
で
約
十
二

万
人
が
増
加
し
て
い
る
。
「
卸
売
・
小
売
業
、
飲
食

店
」
だ
け
で
約
五
万
五
千
人
と
、
最
も
増
加
に
寄
与

し
て
お
り
、
人
口
増
を
背
景
に
横
浜
の
商
業
マ
ー
ケ

ッ
ト
が
拡
大
し
て
い
る
状
況
が
う
か
が
わ
れ
る
。

②
―
本
所
・
支
所
に
み
る
従
業
者
数
の
動
向

　
　
「
事
業
所
・
企
業
統
計
」
に
は
、
本
所
・
支
所
（
三

区
分
）
集
計
が
あ
り
、
従
業
者
数
が
本
社
で
増
え
て

い
る
の
か
支
社
で
増
え
て
い
る
の
か
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
る
（
集
計
事
業
所
は
、
外
国
会
社
を
除
く
会

社
の
事
業
所
で
あ
り
、
会
社
以
外
の
法
人
や
個
人
は

除
か
れ
る
）
。

　
都
区
部
は
、
企
業
の
本
社
が
集
中
す
る
と
と
も
に
、

多
様
な
社
会
経
済
機
能
が
集
中
す
る
こ
と
に
よ
り
、

雇
用
の
場
が
集
中
的
に
形
成
さ
れ
、
首
都
圏
域
か
ら

従
業
者
を
広
く
吸
引
し
て
き
た
。
横
浜
市
も
、
近
郊

地
域
の
一
つ
と
し
て
、
都
区
部
に
通
勤
す
る
従
業
者

の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
な
っ
て
き
た
。

　
地
域
内
へ
の
従
業
者
流
入
を
も
た
ら
す
こ
う
し
た

雇
用
吸
引
力
の
背
景
は
、
「
経
済
中
枢
機
能
」
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
「
経
済
中
枢
機
能
」

に
は
、
都
区
部
が
持
つ
よ
う
な
首
都
と
し
て
の
「
経

済
中
枢
機
能
」
と
横
浜
市
が
持
つ
よ
う
な
県
都
と
し

て
の
「
経
済
中
枢
機
能
」
の
異
な
っ
た
レ
ベ
ル
が
あ

る
。
前
者
の
機
能
は
、
都
県
域
を
越
え
る
遠
距
離
の

通
勤
流
動
を
形
成
す
る
ほ
ど
強
力
で
あ
り
、
後
者
の

機
能
は
、
都
県
域
内
の
通
勤
流
動
で
概
ね
完
結
す
る

レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
「
本
社
機
能
」
で

あ
り
、
後
者
は
「
支
社
機
能
」
で
あ
る
と
言
い
換
え

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
そ
こ
で
、
本
所
・
支
所
に
働
く
従
業
者
数
は
ど
の

よ
う
に
変
化
し
た
の
か
、
都
区
部
・
横
浜
市
・
川
崎

市
・
千
葉
県
の
四
地
域
の
比
較
を
通
じ
て
検
討
す

る
。

　
ま
ず
、
事
業
所
数
の
変
動
に
つ
い
て
は
（
表
－
２
）
、

こ
の
五
年
間
に
、
都
区
部
を
は
じ
め
と
し
て
ど
の
地

域
で
も
、
「
本
所
・
本
社
・
本
店
」
事
業
所
の
減
少

が
進
展
し
て
い
る
。
単
独
事
業
所
は
い
ず
れ
も
増
加

し
、
事
業
所
の
開
廃
業
が
活
発
に
行
わ
れ
る
大
都
市

地
域
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
「
支
所
・
支
社
・
支

店
」
事
業
所
も
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
支
所

・
支
社
・
支
店
」
の
本
店
所
在
地
を
詳
細
に
み
る
と
、

同
一
地
域
内
本
社
の
「
支
所
・
支
社
・
支
店
」
は
減

少
・
低
迷
す
る
一
方
で
、
他
の
都
道
府
県
に
本
社
の

あ
る
「
支
所
・
支
社
・
支
店
」
の
増
加
が
顕
著
で
あ

る
。
同
一
地
域
内
で
事
業
所
の
統
廃
合
が
行
わ
れ
る

一
方
、
他
県
へ
は
新
規
開
設
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
う
し
た
新
規
開
設
が
活
発
に
行
わ
れ
て

い
る
地
域
が
、
横
浜
市
と
千
葉
県
で
あ
る
。

　
次
に
、
従
業
者
数
の
動
向
で
み
る
と
、
一
層
特
徴

が
浮
き
彫
り
に
な
る
（
表
―
３
）
。
都
区
部
で
は
、
都

区
部
内
本
社
の
「
支
所
・
支
社
・
支
店
」
の
従
業
者

数
を
約
三
万
人
減
少
さ
せ
る
一
方
で
、
「
本
所
・
本

社
・
本
店
」
は
、
事
業
所
数
の
減
少
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
約
八
万
人
の
従
業
者
数
が
増
加
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
都
区
部
内
で
は
、
従
業
者
を
「
支
所
・
支
社

・
支
店
」
か
ら
「
本
所
・
本
社
・
本
店
」
ヘ
シ
フ
ト

さ
せ
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
横
浜
市
は
、
都
区
部
内
の
動
き
と
は
異
な
っ
て
い

る
。
都
内
本
社
の
「
支
所
・
支
社
・
支
店
」
で
あ
っ

て
も
、
従
業
者
が
約
二
万
二
千
人
増
加
、
市
内
本
社

の
「
支
所
・
支
社
・
支
店
」
の
従
業
者
数
も
約
八
千

人
増
加
し
て
お
り
、
横
浜
市
で
は
「
支
所
・
支
社
・

支
店
」
の
従
業
者
の
増
強
が
図
ら
れ
、
支
社
機
能
の

充
実
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
千
葉

県
は
、
こ
の
動
き
が
一
層
顕
著
で
あ
る
。
川
崎
市
は
、

都
内
本
社
の
「
支
所
・
支
社
・
支
店
」
の
従
業
者
が

約
七
千
人
減
少
す
る
な
ど
、
川
崎
市
の
支
社
機
能
に

つ
い
て
は
、
従
業
者
絞
り
込
み
や
統
廃
合
の
対
象
に

な
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
都
区
部
の
雇
用
吸
引
力
の
変
化
を

み
る
と
、
区
部
内
で
事
業
所
統
廃
合
が
あ
っ
た
も
の

表－2　事業所増減数の本所・支所別構成(平成3年～8年)
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表－3　従業者増減数の本所・支所別構成(平成3年～8年)



の
、
本
社
機
能
の
充
実
強
化
が
進
展
し
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
「
経
済
中
枢
機
能
」
は
一
層
高
ま
っ
て
い
る
と

評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
横
浜

市
や
千
葉
県
が
雇
用
吸
引
力
を
向
上
さ
せ
た
の
は
、

支
社
機
能
の
充
実
強
化
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
。
し

か
し
、
事
業
所
も
従
業
者
も
お
し
な
べ
て
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
経
済
と
し
て
の
成
長
性
が
高

い
こ
と
は
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
首
都
圏
に
お
け
る
都
区
部
の
「
経
済
中
枢
機
能
」

は
強
固
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
横
浜
市
や

千
葉
県
は
「
経
済
中
枢
機
能
」
を
高
め
た
も
の
の
支

社
機
能
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
残
念
な
が
ら
、
「
東
京
の

支
店
経
済
」
と
い
わ
れ
る
状
況
に
止
ま
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
と
言
え
る
。

３
一
横
浜
市
に
お
け
る
市
民
就
業
者
の
通
勤
流
動

　
前
記
の
よ
う
に
、
平
成
三
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
、

横
浜
市
に
お
け
る
従
業
者
数
の
増
加
は
、
「
卸
売
・

小
売
業
、
飲
食
店
」
「
サ
ー
ビ
ス
業
」
等
の
第
三
次

産
業
を
中
心
に
「
支
所
・
支
社
・
支
店
」
従
業
者
の

増
加
に
よ
っ
て
達
せ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
横

浜
経
済
の
拡
大
と
事
業
所
集
積
を
背
景
に
、
市
内
の

雇
用
の
場
が
順
調
に
拡
大
し
て
き
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
市
民
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を

持
つ
の
だ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
総
務
庁
「
国
勢
調
査
」
に
基
づ
き
、
就

従
比
率
（
昼
間
人
口
と
し
て
の
市
内
従
業
者
を
、
夜

間
人
口
と
し
て
の
市
民
就
業
者
で
割
っ
て
、
一
〇
〇

を
か
け
た
比
率
）
の
変
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
（
図
－

１
参
照
）
。

　
昭
和
六
十
年
か
ら
平
成
二
年
に
か
け
て
の
五
年
間

は
（
図
の
中
段
）
、
東
京
都
心
部
の
事
業
所
集
積
と

地
価
高
騰
を
背
景
に
、
横
浜
市
に
は
都
内
（
区
部
）
へ

の
勤
務
先
を
持
つ
市
民
が
多
く
転
入
し
、
都
内
を
従

業
地
と
す
る
市
民
就
業
者
は
約
七
万
九
千
人
（
図
中
　

★
１
）
も
増
加
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
五
年
間
の
就

業
者
増
加
分
の
四
〇
・
一
％
を
占
め
、
市
外
へ
の
流

出
率
も
五
二
・
九
％
と
な
っ
た
。
市
内
従
業
者
（
＝

雇
用
）
が
約
十
四
万
人
も
拡
大
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
市
民
就
業
者
が
約
十
九
万
人
と
そ
れ
を
大
き
く

上
回
っ
て
増
加
し
た
た
め
、
就
従
比
率
は
大
き
く
低

下
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
横
浜
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
し
て
の
性
格
が
強
く
表
れ
、
宅
地
開
発
が
活
発
に

行
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
平
成
二
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
の
五
年

間
は
（
図
の
上
段
）
、
市
民
就
業
者
は
約
八
万
二
千
人

増
加
し
た
も
の
の
、
都
内
を
従
業
地
と
す
る
市
民
就

業
者
は
、
わ
ず
か
約
九
千
人
（
図
中
★
２
）
の
増
加
に

す
ぎ
ず
、
市
外
へ
の
流
出
率
も
二
一
・
一
％
と
大
き

く
低
下
し
た
。
市
内
に
お
け
る
雇
用
の
拡
大
が
約
十

万
二
千
人
と
堅
調
で
あ
っ
た
た
め
、
市
外
へ
通
勤
流

出
す
る
市
民
就
業
者
の
約
一
万
七
千
人
増
を
大
幅
に

上
回
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
五
年
間
で
、
市
民
就
業
者
と
市
内
従

業
者
の
増
加
分
だ
け
に
限
定
し
て
就
従
比
率
を
出
し

て
比
較
す
る
と
、
そ
の
変
化
は
明
ら
か
で
あ
る
（
図

―
１
）
。
昭
和
六
十
年
～
平
成
二
年
は
七
三
・
一
に

低
下
し
、
平
成
二
年
～
七
年
は
一
二
三
・
二
と
大
き

く
改
善
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
平
成
七
年
の
就
従

比
率
は
八
一
・
九
と
な
り
、
昭
和
六
十
年
時
点
の
八

〇
・
七
か
ら
一
・
ニ
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
を
見
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
市
民
就
業
者
の
多
く
が
都
内
を
中
心
に
通
勤
流
出

す
る
と
い
う
従
来
か
ら
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の

性
格
が
弱
ま
る
一
方
、
横
浜
経
済
の
拡
大
に
伴
う
市

特
集
・
2
1
世
紀
の
地
域
産
業
政
策
＠
雇
用
の
拡
大
に
向
け
た
地
域
産
業
政
策
と
街
づ
く
り

内
事
業
所
が
市
民
・
県
民

へ
の
雇
用
吸
引
力
を
強
め

た
と
い
う
点
か
ら
、
横
浜

市
の
県
都
と
し
て
の
「
経

済
中
枢
機
能
」
は
高
ま
っ

た
と
い
う
評
価
が
で
き

る
。
そ
し
て
、
市
民
で
市

内
に
働
く
就
業
者
の
割
合

は
確
実
に
高
ま
っ
て
お

り
、
そ
の
意
味
で
、
市
民

に
対
す
る
雇
用
の
場
は
拡

大
し
て
き
た
と
い
う
評
価

が
で
き
る
の
で
あ
る
（
平

成
八
年
以
降
の
状
況
は
、

現
時
点
で
は
確
認
で
き

ず
、
平
成
十
二
年
の
国
勢

調
査
の
結
果
が
待
た
れ

る
）
。

４

自
治
体
の
産
業

政
策
と
街
づ
く
り

①
―
都
市
に
お
け
る
流
動

　
　
（
集
客
）
人
口

　
横
浜
市
は
、
首
都
圏
の

業
務
核
都
市
の
一
つ
と
し

図一1　横浜市における市民就業者数と市内従業者数の変化（昭和6O年→平成2年→平成7年）

て
「
国
際
交
流
機
能
や
業
務
管
理
機
能
の
集
積
」
を

図
る
こ
と
を
目
指
し
て
事
業
を
推
進
し
て
き
た
。
そ

の
た
め
、
国
際
会
議
場
の
建
設
や
市
街
地
再
開
発
な

ど
都
市
基
盤
の
整
備
を
推
進
し
な
が
ら
、
首
都
圏
の

業
務
核
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
活
力
あ
る
地
域
経
済
の

確
立
を
目
指
し
て
き
た
。

　
し
か
し
、
社
会
経
済
機
能
の
東
京
一
極
集
中
の
是
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正
を
目
指
し
、
首
都
圏
を
多
核
多
圏
域
型
地
域
構
造

に
再
構
築
し
て
い
く
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
努
力
も
、

今
日
、
オ
フ
ィ
ス
の
東
京
都
心
回
帰
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
再
び
逆
風
を
受
け
て
い
る
。
横
浜
市
は
、
ま

さ
に
、
都
市
と
し
て
の
総
合
力
が
問
わ
れ
て
き
て
い

る
。
そ
れ
は
、
東
京
と
は
異
な
る
都
市
の
魅
力
を
創

り
出
す
「
ま
ち
づ
く
り
の
総
合
力
」
で
あ
る
。

　
東
京
の
経
済
力
は
巨
大
で
あ
る
た
め
、
横
浜
経
済

の
地
位
の
向
上
は
見
え
に
く
い
が
、
横
浜
市
の
事
業

所
数
な
ど
は
着
実
に
増
大
し
て
お
り
、
市
内
へ
の
雇

用
吸
引
力
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
述

べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
九
〇
年
代
の
努
力
で
足
が
か

り
は
で
き
た
の
で
あ
り
、
成
果
も
表
れ
つ
つ
あ
る
。

問
題
は
、
こ
れ
を
、
ど
う
し
た
ら
都
市
の
魅
力
と
し

て
売
り
出
し
て
い
け
る
か
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
考
え
る
取
っ
掛
か
り
と
し
て
、
就
業
者
の
通
勤
流

動
を
考
え
て
み
よ
う
。
通
勤
は
、
き
わ
め
て
日
常
的

な
行
為
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
に
終
わ
る
も
の
で
は

な
い
。
す
な
わ
ち
、
通
勤
途
中
に
お
い
て
、
買
い
物

を
し
た
り
、
飲
食
を
し
た
り
、
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
ん

だ
り
し
て
お
り
、
勉
学
を
行
う
か
も
し
れ
な
い
。
ま

た
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
や
会
議
に
参
加
す
る
場
合
の

よ
う
に
、
従
業
地
以
外
の
地
域
に
行
く
こ
と
も
決
し

て
少
な
く
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
就
業
者
は
、
都
市
の
魅

力
に
よ
っ
て
吸
引
さ
れ
流
動
す
る
多
様
な
流
動
（
集

客
）
人
口
の
一
部
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
－

２
）
。

　
通
勤
・
通
学
者
は
、
働
く
・
学
ぶ
と
い
う
日
常
生

活
行
為
に
伴
う
流
動
で
あ
り
、
購
買
客
も
、
買
物
す

る
・
飲
食
す
る
と
い
う
日
常
生
活
行
為
に
伴
う
流
動

で
あ
る
が
ゆ
え
、
こ
の
二
つ
の
行
為
は
融
合
す
る
可

能
性
が
高
い
。
一
方
、
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
客
は
、
観

光
す
る
・
遊
ぶ
と
い
う
非
日
常
的
な
余
暇
行
為
で
あ

り
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
客
も
、
会
議
・
展
示
会
に
参

加
す
る
と
い
う
非
日
常
行
為
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
の

行
為
も
融
合
す
る
可
能
性
が
高
い
（
非
日
常
的
な
購

買
も
融
合
す
る
可
能
性
が
高
い
）
。
目
的
地
と
な
る

「
街
」
に
魅
力
が
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
複
合
的
な

経
済
効
果
を
期
待
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

②
―
流
動
人
口
の
経
済
的
効
果
と
地
域
産
業
政
策

　
都
内
に
働
く
市
民
就
業
者
が
、
途
中
の
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
等
で
買
回
品
の
買
い
物
を
し
て
帰
る
の
は
、
よ

く
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
単
に
通
勤

途
上
と
い
う
利
便
性
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
街
の
持

つ
魅
力
で
あ
ろ
う
。
横
浜
市
が
商
業
統
計
の
調
査
年

に
併
せ
て
実
施
し
て
い
る
「
消
費
者
購
買
行
動
意
識

調
査
」
（
平
成
九
年
十
月
実
施
）
に
お
い
て
も
、
市
外

で
の
買
物
割
合
（
二
十
歳
～
六
十
歳
未
満
の
購
買
力

の
市
外
流
出
率
）
は
、
最
寄
品
が
五
・
〇
％
、
買
回

品
が
一
五
・
六
％
と
な
っ
て
お
り
、
買
回
品
を
中
心

に
市
外
に
購
買
力
が
流
出
し
て
い
る
。
流
出
需
要
を

呼
び
戻
す
こ
と
が
課
題
で
あ
り
、
横
浜
市
の
ラ
イ
ブ

タ
ウ
ン
整
備
事
業
に
よ
る
複
合
商
業
空
間
づ
く
り
の

ね
ら
い
も
そ
こ
に
あ
る
。

　
市
民
以
外
が
観
光
な
ど
で
市
内
に
来
て
消
費
す
る

場
合
は
、
横
浜
市
か
ら
見
れ
ば
、
「
移
輸
出
」
を
し

て
い
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
一
方
、
市
民
が
市
内

で
流
動
し
て
来
る
場
合
は
、
消
費
需
要
の
単
な
る
移

転
に
す
ぎ
な
い
が
、
通
常
よ
り
も
喚
起
さ
れ
て
高
い

消
費
需
要
が
期
待
で
き
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
横

浜
の
「
街
」
の
持
つ
魅
力
に
よ
っ
て
、
新
た
な
消
費

需
要
が
喚
起
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
消
費
需
要
を

求
め
て
産
業
・
企
業
の
立
地
投
資
も
喚
起
さ
れ
る
。

　
　
「
街
」
の
魅
力
を
創
造
し
、
流
動
（
集
客
）
人
口
を

吸
引
し
よ
う
と
す
る
理
由
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
さ

れ
る
。
①
流
動
（
集
客
）
人
口
の
引
き
起
こ
す
都
市
の

賑
わ
い
活
性
化
（
情
報
発
信
等
）
、
②
市
外
に
流
出
す

る
市
民
の
消
費
需
要
の
呼
び
戻
し
・
喚
起
、
③
市
民

以
外
の
消
費
需
要
（
＝
移
輸
出
需
要
）
の
導
入
・
拡

大
、
④
事
業
所
・
学
校
・
商
業
施
設
等
の
立
地
促
進

効
果
で
あ
る
。
経
済
的
効
果
は
、
消
費
需
要
に
限
ら

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
幅
広
い
も
の
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
地
域
経
済
へ
の
効
果
を
も
っ
て
い
る

産
業
が
、
地
域
の
産
業
集
積
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き

た
「
移
輸
出
型
」
産
業
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
典
型

的
な
も
の
は
製
造
業
で
あ
っ
た
が
、
地
域
に
よ
っ
て
、

広
域
商
業
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
観
光
産
業
の
場
合
も

あ
っ
た
。
競
争
優
位
性
の
あ
る
産
業
は
、
財
・
サ
ー

ビ
ス
を
地
域
外
に
直
接
「
移
輸
出
」
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
地
域
外
か
ら
流
動
（
集
客
）
人
口

を
引
き
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
実
質
的
に
「
移
輸
出
」

を
行
う
と
い
う
側
面
も
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
本

年
四
月
、
横
浜
の
平
成
十
一
年
度
の
観
光
客
数
が
、

三
千
四
百
万
人
と
大
幅
に
増
加
し
、
横
浜
博
覧
会
開

催
年
以
来
と
な
っ
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

　
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
産
業
を
は
じ
め
新
し
い
産

業
の
振
興
と
と
も
に
、
多
様
な
人
口
を
都
市
内
へ
吸

引
し
流
動
性
を
高
め
る
産
業
政
策
が
問
わ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
質
量
と
も
に
流
動
を
高
め
る
た
め
、

鉄
道
・
道
路
な
ど
産
業
・
生
活
基
盤
が
着
実
に
整
備

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
魅
力
的
な
産
業
空
間

づ
く
り
と
街
づ
く
り
と
が
、
一
体
的
・
総
合
的
に
推

進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を
通
じ
、

横
浜
市
ら
し
い
自
立
的
な
地
域
経
済
が
形
成
さ
れ
て

い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
∧
青
葉
区
区
政
推
進
課
企
画
調
整
係
長

　
　
　
・
前
経
済
局
経
済
政
策
課
担
当
係
長
Ｖ

図―2　都市における流動（集客）人口
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